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アトピー性皮膚炎患者には数々の増悪因子が存在す

るが，汗のたまりやすい部位に湿疹を起こしやすいこ

となどから，汗は特に重要な増悪因子として認識され

てきた．著者らは以前，汗によって好塩基球からのヒ

スタミン遊離が促進することを証明したが，具体的に

どの物質がアレルゲンとなってアトピー性皮膚炎が増

悪するかは不明だった．今回の研究で，ヒスタミン遊

離活性を指標にヒトの汗から精製された成分が，Ma-

lassezia属真菌の一種である M. globosa が産生する蛋

白質MGL_1304 の一部と同一のアミノ酸配列を持つ

ことが示された．

まず著者らは精製したヒトの汗を使用し，質量分光

分析でアトピー性皮膚炎患者の好塩基球のヒスタミン

遊離活性を持つアミノ酸配列の決定を行い，M. globo-

sa が産生する MGL_1304 に含まれる配列と同一であ

ることを確認した．精製した組み換えMGL_1304 は，

アトピー性皮膚炎患者の血清 IgE と結合し，好塩基

球のヒスタミン遊離を促進することから，これまで汗

アレルゲンとして想定されていた物質であることが示

された．また MGL_1304 は，ヒト肥満細胞株から脱

顆粒を起こすとともに，アトピー性皮膚炎患者の好塩

基球から IL-4 の産生を引き起こすことも明らかとな

った．最後に，M. globosa が分泌する MGL_1304 は，

翻訳後修飾された 29 kDa の蛋白となり，さらに小さ

なフラグメントとなって汗の中に分泌されることが，

ヒスタミン遊離活性試験で示された．

以上から，M. globosa が分泌する MGL_1304 は，

アレルゲンとしてアトピー性皮膚炎患者の皮疹増悪に

寄与していると考えられた．今後，MGL_1304 の解

析を通じて，汗アレルギーの簡便で正確な診断方法，

アトピー性皮膚炎のための新たな治療やスキンケア法

などの開発が期待される．
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汗に分泌される真菌由来の蛋白MGL_1304 はアトピー性皮膚炎患者のアレルゲンとなる
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